
別記様式第ニ（第１６条関係） 

開発行為許可申請書 

 

 都市計画法第２９条第１項の規定により、開発行為の許可を申請し 

 ます。 

                      年   月   日 

  

 小 田 原 市 長  様 

 

             許可申請者住所 

                  氏名           

 

※手数料欄 

 

 

 

 

 

 

開 
 

発 
 

行 
 

為 
 

の 
 

概 
 

要 

１ 
開発区域に含まれる

地域の名称 

 

２ 開発区域の面積              平方メートル 

３ 予定建築物等の用途 
 

４ 工事施工者住所氏名 
 

５ 工事着手予定年月日        年   月   日 

６ 工事完了予定年月日        年   月   日 

７ 
自己の居住の用に供するも
の、自己の業務の用に供す
るもの、その他のものの別 

 

８ 
法第 34 条の該当号及び

該当する理由 

 

９ その他必要な事項 
 

※ 受 付 番 号        年    月    日  第     号 

※ 許可に付した条件 
 

※ 許 可 番 号        年    月    日  第     号 

備考 
1 宅地造成及び特定盛土等規制法(昭和 36 年法律第 191 号)第 10 条第 1 項の宅地造成等工事規制区域内において行われる宅地造成又は特

定盛土等に関する工事は、本許可を受けることにより、同法第 12 条第 1 項の許可を受けたものとみなされます。 

2 宅地造成及び特定盛土等規制法第 26 条第 1 項の特定盛土等規制区域内において行われる特定盛土等に関する工事は、本許可を受けるこ

とにより、同法第 30 条第 1 項の許可を受けたものとみなされます。 

3 津波防災地域づくりに関する法律(平成 23 年法律第 123 号)第 73 条第 1 項の特定開発行為は、本許可を受けることにより、同項の許可

を受けたものとみなされます。 

4 許可申請者又は工事施行者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。 

5 ※印のある欄は記載しないこと。 

6 「法第 34 条の該当号及び該当する理由」の欄は、申請に係る開発行為が市街化調整区域内において行われる場合に記載すること。 

7 「その他必要な事項」の欄には、開発行為を行うことについて、農地法その他の法令による許可、認可等を要する場合には、その手続

の状況を記載すること 

 



様式第４号（第５条関係） 

設  計  概  要  書 
 

設計の方針  

工 区 計 画 

工 区 の 名 称 工 区 面 積 着手予定年月日 完了予定年月日 

 ㎡ 
 

  

土

地

の

現

況

 

開
発
区
域
内
の 

区域  
区分 

□市街化区域 
□市街化調整区域 
□その他の区域 

地域
地区 

用 途 地 域 その他の地域地区 

  

規

制

区

域 

関
係
法
令
の 

□ 宅地造成等工事規制区域 
□ 特定盛土等規制区域 
□ 津波災害特別警戒区域 

□ 災害危険区域 
□ 地すべり防止区域 
□ 土砂災害特別警戒区域 

□ 浸水被害防止区域 
□ 急傾斜地崩壊危険区域 
□ 土砂災害警戒区域 

地
目
別
の
概
要 

 宅 地 農 地 山 林 
公共施設
用 地 そ の 他 合 計 

面 積 
㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

比 率 ％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
１００  

造成計画の 

概 要 

切 土 又 は 盛 土 の 高 さ 切 土 又 は 盛 土 を す る 
土 地 の 面 積 

切 土 又 は 盛 土 の 土 量 
切  土 盛  土 

ｍ 
 

㎡ 
 

㎥ 
 

㎥ 
 

土 地 利 用 

計 画 

 
宅 地 等 
用 地 

公 共 施 設 用 地 
その他の
用 地 合 計 

道路用地 
排水施設
用 地 

その他の
用 地 小 計 

面 積 ㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

㎡ 
 

比 率 ％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
 

％ 
１００ 

公共施設一覧表 

従前、 
新 設
の 別 

公共施設
の 名 称 

新旧対照
図に付し
た 番 号 

廃止、付
替え、拡
幅等の別 

概      要 
管 理 者 
の 名 称 

所 有 者 
の 名 称 

摘 要 幅員 
（管径） 

延長 面積 

    ｍ ｍ ㎡    

 備考 

  １ 設計の方針の欄には、当該開発行為の目的、開発計画の設計に関して特に留意した

こと等を記入してください。 

  ２ 同一物件に権利者が２人以上ある場合は、摘要の欄にその旨を記入してください。 

  ３ 概要の欄の道路の幅員については有効幅員を、道路の面積については道路敷の面積

を記入してください。 

 

 



様式第２号（第３条関係） 

開発行為の施行等の同意書 

  年  月  日  

 

  開発者 住  所 

      氏  名            様 

 

                 権利者 住  所 

                     氏  名            ◯印  

                     電話番号 

                  （法人にあっては、所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

  私が権利を有する次の物件について開発行為の施行及び開発行為に関する工事を行

うことを同意します。 

  なお、当該物件が公共施設の用に供する土地となる場合があっても異議ありません。 

物件の種類 所在及び地番 面  積 権利の種別 摘  要 

  ㎡   

  備考 １ 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を本人が自筆で記入したとき 

       は、押印を省略することができます。 

     ２ 面積の欄に記入した数字の根拠（実測又は土地登記簿）について摘要の 

       欄に記入してください。 



 

付表 

開発区域内権利者一覧表 

物件の

種 類 
所在及び地番 地目 面 積 

権利の

種 別 
権利者の氏名 

同意の

有 無 
摘 要 

   ㎡     

 備考 １ 物件の種類の欄には、土地、建物等の種別を記入してください。 
    ２ 権利の種別の欄には、所有権、抵当権等の別を記入してください。 
    ３ 同意の有無の欄には、その旨を記入し、協議中の場合は、その経過を示す 

  説明書を添えてください。 
    ４ 同一物件に権利者が２人以上ある場合は、摘要の欄にその旨を記入してく 

  ださい。 
    ５ 面積の欄に記入した数字の根拠（実測又は土地登記簿）について摘要の欄 
      に記入してください。 



 

様式第３号（第４条関係） 

設計者の資格に関する申告書 

年  月  日  

  小 田 原 市 長         様 

                 設計者 住  所 

                     氏  名             

                              年  月  日生 

                     電話番号 

                  （法人にあっては、所在地、名称及び代表者の氏名） 

  次のとおり都市計画法第３１条に規定する設計者の資格について申告します。 

に
よ
る
資
格 

建
築
士
法
等 

資 格 内 容 取得年月日 登録又は合格の番号 

□１級建築士 

□技 術 士（     部門） 

□そ の 他（       ） 

  年  月  日 

 

学 

歴 

学校の名称 学部及び学科 所 在 地 修業年限 

    

実

務

経

歴

 
 

 
 

 
 

 

勤 務 先 所 在 地 職  名 在職期間（合計 年 月） 

    年 月から 年 月まで 

    年 月から 年 月まで 

    年 月から 年 月まで 

    年 月から 年 月まで 

設

計

経

歴

 
 

 
 

 
 

 
 

事業主体 工事施行者 工事施行場所 面 積 許認可の番号及び年月日 

   ㎡ 第    号 
  年  月  日 

    第    号 
  年  月  日 

    第    号 
  年  月  日 

    第    号 
  年  月  日 

    第    号 
  年  月  日 

都市計画法施行規則第１９条の該当資格 
□第１号 
□第２号 

イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト 

  備考 
   １ 学歴の欄には、設計者の資格に関係のある学歴を記入してください。 
   ２ 実務経歴及び設計経歴の欄には、宅地開発に関する経歴のみを記入してください。 
   ３ 都市計画法施行規則第１９条に規定する資格を有することを証する書類を添

付してください。 



 
様式第１２号（第１１条関係） 

工事着手届 

 

年  月  日  

  小 田 原 市 長  様 

 

                 届出者 住  所 

                     氏  名             

                     電話番号 

                  （法人にあっては、所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

  次のとおり開発行為に関する工事に着手したので、届け出ます。 

開発許可の年月日及び番号    年   月   日  第       号 

開 発 区 域 に 含 ま れ る             

地 域 の 名 称             

 

工 事 着 手 年 月 日             
 

工
事
施
行
者 

住      所 
            電話番号 

氏      名 
 

工

事

監

理

者

 
 

 
 

 
 

 
 

住      所 
            電話番号 

氏      名 
 

連 絡 場 所         
            電話番号 

資 格 、 免 許 等         
 

※処理欄 

  備考 
   ※印の欄には、記入しないでください。 
 



別記様式第四 

 

 

工事完了届出書 

 

                             年   月   日 

小 田 原 市 長  様 

                届出者 住所 

                    氏名                

 

      都市計画法第 36条第１項の規定により、開発行為に関する工事 

      （許可番号   年   月   日  第     号）が 

      下記のとおり完了しましたので届け出ます。 

 

記 

１ 工 事 完 了 年 月 日      年    月    日 

２ 工事を完了した開発区域又は 

  工区に含まれる地域の名称 

 

※ 受 付 番 号      年    月    日  第     号 

※ 検 査 年 月 日      年    月    日 

※ 検 査 結 果 合       否 

※ 検 査 済 証 番 号      年    月    日  第     号 

※ 工事完了公告年月日      年    月    日 

 備考 １ 許可申請者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び 
     代表者の氏名を記載すること。 
    ２ ※印のある欄は記載しないこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第１８号の２（第２１条関係） 

開発行為に関する工事施行状況報告書 

 

年  月  日  

 

小田原市長 様 

 

工事施行者 住  所 

氏  名 

電話番号 

（法人にあっては、所在地、名称及び代表者の氏名） 

 

 都市計画法に基づく開発行為等の規制に関する規則第２１条第１項の規定により、

開発行為に関する工事施行状況について次のとおり報告します。 

 

 １ 開発許可を受けた者の住所及び氏名 

 

 

 ２ 開発区域に含まれる地域の名称 

 

 

 ３ 工事の許可年月日及び許可番号  （当初）   年  月  日  第  号 

                   （変更）   年  月  日  第  号 

 

 ４ 工事監理者の住所及び氏名 

 

 

 



５ 工事の施行状況 

工事
の種
類 

報告事項 確認方法 
照合を行った
図面その他の
書類 

確認結果 

保
全
工
事 

表

土

の 

保全の状況    

擁
壁
工
事 

１ 鉄筋コンクリート造の擁壁

の基礎ぐいの耐力並びに基礎

及び壁体の配筋 

   

２ 練積み造の擁壁の壁体の厚

さ又は組積材及び裏込めコン

クリートの厚さ 

   

３ 擁壁の水抜き穴及びその周

辺 
   

切
土
又
は
盛
土
工
事 

１ 急傾斜面に盛土をする場合

における盛土前の段切りその

他の措置 

   

２ 切土又は盛土をする場合に

おける排水施設の状況 
   

３ 切土をする場合における地

滑り抑止ぐい等の設置、土の

置換えその他の措置 

   

４ 盛土をする場合における透

水層の状況 
   

５ 盛土をする場合における締

固めの状況及び地滑り抑止ぐ

い等の設置その他の措置 

   

道
路
工
事 

道路を舗装する場合における舗

装工事開始前の当該道路の状況 
   

貯
水
施
設
工
事 

１ 根切りを完了したときの状

況 
   

２ 底版又は床版の配筋    

その他市長が必要と認め、指定する

工程 

（指定工程：          ） 

   

備考 報告事項について、確認方法又は照合を行った図面その他の書類が複数にわ

たる場合は、必要に応じて行を追加して記載してください。また、この書類に

記載すべき事項を記載した書類を別に添付する場合は、その部分について記載

する必要はありません。 


